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１．河川及び流域の概要（５）（河口部～下流部） 【静岡県】 二級河川 白田川

白田川河口部
 河口から0.2kmまでは感潮区間でミミズハゼ、ボラなどの汽水魚、重要種のアユカケ(カマキリ）をはじめとする回遊

魚が生息する。また、ツルヨシ群落が優占しており、昆虫類の生息場となっている。
 重要種では他にハヤブサ、礫質海浜に生息するウミミズギワゴミムシ、植物ではコウヤミズキが確認された。
白田川下流部
 瀬・淵は重要種のアマゴなどの魚類、コガモやサギ類、カワセミ等の鳥類の生息場所や餌場として利用されている。
 ルリヨシノボリをはじめとする回遊性の魚類・甲殻類が生息する。
 重要種では他に水際や河畔林を生息場所とするアズマヒキガエル、森林性昆虫のサトキマダラヒカゲ及びヒメジャ

ノメが確認された。

植物
魚類

鳥類

陸上昆虫類

底生生物

主な確認種 白田川河口部
ツルヨシ群落、クズ、イタドリ、ダンチク群落、コウヤミズキ 他

アブラハヤ、アユ※、アユカケ（カマキリ）、ボウズハゼ、ミミズハゼ、スミウキゴリ、ルリヨシノボリ、ヌマチチブ、ボラ、ユゴイ、ゴクラクハゼ

イソコツブムシ（優占種）、ウルマーシマトビケラ（優占種）、コカゲロウの一種（優占種） 、ヌマエビ、ヒラテテナガエビ、モクズガニ 他

ウミウ、ウミネコ、クロサギ、アオサギ、キセキレイ、コガモ、ハヤブサ、ヒメアマツバメ ほか

アオダイショウ、イタチ

イソカネタタキ、クサギカメムシ、ダンダラテントウ、ハマベアワフキ、カンタン、ウミミズギワゴミムシ、ヤマトアシナガバチ、

ノコギリクワガタ、シオカラトンボ、ハラビロカマキリ、オンブバッタ、ニイニイゼミ、ヨツモンコミズギワゴミムシ 他

両生類・爬虫類・ほ乳類

2.5km～6.9㎞

セグメントM（山間地）の区間

白田川・上流部

赤字 ： 重要種（環境省RL、静岡県RDB) 青字 ： 特定外来生物
※：漁協による放流対象魚種（在来個体か放流個体かは不明）

※魚類、底生生物、両生類・爬虫類・ほ乳類、陸生昆虫、鳥類の調査時期（冬秋期H29.11～12、夏季R2.06～08）

アユ放流区（落合橋～白田橋） ニジマス放流区（白田橋～伊豆急橋梁）アマゴ放流点（落合橋） ウナギ放流点

漁業資源放流箇所（漁協）

ハヤブサ
（環境省RL：絶滅危惧Ⅱ類）

（静岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類）

アオダイショウ

• 河口部に礫が堆積しており、クロサギやウミネコ等の鳥類の生息地となっている。また、礫質の海浜及び河口に生息する重要種のウミ
ミズギワゴミムシの生息が確認されている。川の浅瀬はキセキレイ、アオサギ等が採餌場として利用している。

• 礫河床はアユ、ハゼ類などの魚類や水生昆虫の生息に不可欠である。
• ツルヨシが生育し、アオダイショウやイタチ等の爬虫類・哺乳類、及びイソカネタタキ、ハマベアワフキ等の昆虫が生息している。
• 小型の鳥類や小動物が生息する海浜環境・ヨシ群落は、重要種であるハヤブサなどの猛禽類の餌場として利用されている。

ツルヨシ群落・海浜植物群落、礫質海浜環境及び礫河床の保全配慮事項

クロサギ
河口部（礫浜）

イソカネタタキ

河道内のツルヨシ群落
（抽水性植物）

海浜環境・礫河床

キセキレイ アユ

感潮区間（0～0.4k）

ミミズハゼ

カマキリ（アユカケ）
（環境省RL：絶滅危惧Ⅱ類）

（静岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類）

• 河口から0.2kまでは感潮区間で、ミミズ
ハゼ・ボラ等の汽水魚が生息する。

• 希少種のカマキリやアユなどの回遊性の
魚類、平テナガエビやモクズガニなどの
回遊性の甲殻類が生息している。

上流側に落差工が存在しており、縦断的な連続性の確保や、
汽水環境の維持に配慮する必要がある

配慮事項

河口部（感潮帯） ミミズハゼ

ヒラテテナガエビ

ウルマーシマトビケラ

底生生物
魚類
植物

鳥類

陸上昆虫類

白田川下流部
マダケ群落、アズマネザサ群落、エノキ群落、落葉広葉樹林、常緑低木類、イネ科草本群落

ボウズハゼ、ルリヨシノボリ、アマゴ（サツキマス）※

クロカワゲラ科の一種（優占種）、ユビオナシカワゲラ属の一種（優占種）、コカゲロウの一種（優占種） 、

サワガニ科の一種 他

イソヒヨドリ、カワセミ、ジョウビタキ、ツグミ、ホトトギス、メジロ ほか

アズマヒキガエル、イタチ、ハクビシン、ニホンジカ

ミヤマクワガタ、ヒナカマキリ、アミガサハゴロモ、アキアカネ、ウラギンシジミ、サトキマダラヒカゲ、

ヒメジャノメ、クマゼミ、ショウリョウバッタ、アゲハ、ミヤマカワトンボ ほか

両生類・爬虫類・ほ乳類

• ボウズハゼ、ルリヨシノボリなど礫床河川を好む生物が確認されている。
• 淵はアマゴ等の魚類の生息場となっている。また、カワセミやコガモ等の
鳥類が採餌・休息の場として利用している

• 鳥類では、サギ類、カワガラス、キセキレイが浅瀬を餌場としている。

瀬・淵の保全、流路の蛇行の保全・回復、礫河床の保全配慮事項

下流域の瀬・淵 アマゴ（サツキマス）

カワガラス カワセミ

ボウズハゼ

クロカワゲラ科の一種

瀬・淵

落差工が多数存在しており、海との連
続性の確保が必要である。

配慮事項

• 生息する魚類はルリヨシノボリ、ボウズ
ハゼなどの回遊魚が中心である。

• 回遊性の甲殻類であるヒラテテナガエビ、
モクズガニ等が生息する。

破損した魚道ルリヨシノボリ

河道

• 河畔林・水際植生等は重要種の
アズマヒキガエルの他、各種の
昆虫類、鳥類、哺乳類等の生息
場所となっている。

• 重要種として、森林性のサトキマ
ダラヒカゲ、ヒメジャノメが確認さ
れている

河畔林・水際植生の保全、配慮事項

渓畔林（3.5k付近）

河畔林、植生

出典：まもりたい静岡県の野生生物
コウヤミズキ

（静岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類）

ウミミズギワゴミムシ
（環境省RL：準絶滅危惧NT）

出典：愛媛県
レッドデータ
ブックHP

ヒメジャノメ
（静岡県RDB：部会注目種N-Ⅲ）

出典：まもりたい静岡県の
野生生物

サトキマダラヒカゲ
（静岡県RDB：部会注目種N-Ⅲ）

出典：まもりたい静岡県の
野生生物

色見本 基本分類 群落名

0513 一年生草本群落 コセンダングサ群落
0515 ヒメムカシヨモギ－オオアレチノギク群落
0525 カナムグラ群落
064 多年生広葉草本群落 ヨモギ－メドハギ群落
065 イタドリ群落
068 セイタカアワダチソウ群落
081 単子葉草本群落（ツルヨシ群落） ツルヨシ群集
1019 単子葉草本群落 ダンチク群落
1041 （その他の単子葉草本群落） ススキ群落
125 ヤナギ高木林 タチヤナギ群集
126 タチヤナギ群集（低木林）
1212 コゴメヤナギ群集（低木林）
1312 その他の低木林 アズマネザサ群落
1315 クズ群落
149 落葉広葉樹林 ケヤキ群落
1427 ヤシャブシ群落
1429 ヌルデ－アカメガシワ群落
1435 ムクノキ－エノキ群集
1436 ムクノキ－エノキ群集（低木林）
1445 クリ群落
1446 イヌシデ群落
166 常緑広葉樹林 スダジイ群落
1610 タブノキ群落
1613 ウラジロガシ群落
182 植林地（竹林） マダケ植林
191 植林地（スギ・ヒノキ） スギ・ヒノキ植林
2010 植林地（その他） 植栽樹林群
212 果樹園 果樹園
222 畑 畑地（畑地雑草群落）
24 人工草地 人工草地
251 グラウンドなど 公園・グラウンド
253 人工裸地
261 人工構造物 構造物
262 コンクリート構造物
263 道路
27 自然裸地 自然裸地

28 開放水面 開放水面

感潮区間

白田川・河口部

セグメントM（山間地）の区間

白田川・下流部

白田川合流から起点まで

セグメントM（山間地）の区間

川久保川

白田川

感潮区間・河川の連続性
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白田川上流部
 山付部の自然河岸は渓畔林が形成されており、オシドリや樹林性鳥類をはじめとする生物の生息場となっている。
 瀬・淵が断続的に分布し、約3.0kmより上流は渓流環境となっている。
 河川内の低い箇所にできる「たまり」は貴重な止水的環境であり、両生類の繁殖場所となっている。
 重要種では、ズソウカンアオイ、オシドリ、オオタカ、ハイタカ、サンコウチョウ、カジカガエル、タゴガエルが、特定

外来生物では、ガビチョウが確認された。
川久保川
 瀬・淵はアマゴ等の魚類の生息場所として利用されている。
 渓流の様相を呈しており、渓流性のアマゴなど計2種の魚種が確認されている。
 河川周辺において、重要種ではタゴガエル、サンコウチョウ、アズマヒキガエル、オカダトカゲが、特定外来生物で

はガビチョウが確認された。

１．河川及び流域の概要（５）（上流部、川久保川） 【静岡県】 二級河川 白田川

川久保川
スギ・ヒノキの植林地。スダジイ群落、エノキ・オオバヤシャブシなどの落葉広葉樹林、常緑低木類、ツチアケビ 他

ルリヨシノボリ、ボウズハゼ、アマゴ（サツキマス）※

シロハラコカゲロウ（優占種）、クロカワゲラ科の一種（優占種）、コカゲロウ科の一種（優占種）、ヤマトヒロバカゲロウ、ヌマエビ他

アオゲラ、ミソサザイ、ルリビタキ、シロハラ、ガビチョウ、サンコウチョウ、ヒガラ 他

タゴガエル、アズマモグラ、アカネズミ、イタチ、ハクビシン、ニホンジカ、イノシシ、アズマヒキガエル、オカダトカゲ

エビイロカメムシ、タンボオカメコオロギ、カワラスズ、アオマツムシ、カネタタキ、ヒメクダマキモドキ、キタキチョウ、スジグロ

シロチョウ本土亜種、ヒメジャノメ、アサヒナカワトンボ、ツヅレサセコオロギ、ミンミンゼミ、トウキョウヒメハンミョウ、ヒメスズメバチ 他

底生生物
魚類
植物

鳥類

陸上昆虫類
両生類・爬虫類・ほ乳類

赤字 ： 重要種（環境省RL、静岡県RDB) 青字 ： 特定外来生物 ※：漁協による放流対象魚種（在来個体か放流個体かは不明）

白田川上流部
スダジイ群落、ウラジロガシ群落、ケヤキ群落、ムクノキーエノキ群落、スギ・ヒノキ植林地、常緑低木類、ズソウカンアオイ

なし

クロカワゲラ科の一種（優占種）、ナベブタムシ（優占）、カクツツトビケラ、ガガンボカゲロウ 他

オシドリ、カワウ、オオタカ、ハイタカ、ノスリ、ミソサザイ、ルリビタキ、カケス、サンコウチョウ、ガビチョウ 他

タゴガエル、ジムグリ、ニホンジカ、カジカガエル、アカネズミ、タヌキ、テン、イノシシ 他

アオアトキリゴミムシ、ハヤシノウマオイ、ウチワコガシラウンカ、ウスキツバメエダシャク、オオシオカラトンボ、コノシタウマ、

ナナフシモドキ、アオバハゴロモ、アブラゼミ、オオアオミズギワゴミムシ、カブトムシ、ヤマトアシナガバチ 他

底生生物
魚類
植物

鳥類

陸上昆虫類
両生類・爬虫類・ほ乳類

• 上流域は山地にあたる。急流の渓谷状を呈し、河床には巨石が点
在し、瀬や淵が断続的に分布する。

• 淵は重要種のオシドリが休息等で利用する。礫河床の瀬は、カワゲ
ラ等の水生昆虫や重要種のカジカガエルの生息場所となっている。

瀬・淵の保全、渓流環境の保全配慮事項
連続する瀬・淵

瀬・淵、渓流環境

クロカワゲラ科の一種

• 川久保川合流から上流部は一部を除き両岸が自然
河岸である。

• 両岸の樹林が川を覆うように生育し、水辺の木陰や
樹洞を利用するオシドリ等の鳥類が利用する。

• 流域の山林は、重要種のオオタカ等の猛禽類や、サ
ンコウチョウ、カケス等の樹林性鳥類、爬虫類・哺乳
類、陸生昆虫等、多様な生物の生育場となっている。

水際から山付部斜面の植生の保全、渓流環境の保全配慮事項

自然河岸・河畔林、山林

ズソウカンアオイ
（環境省RL：準絶滅危惧）

（静岡県RDB：絶滅危惧Ⅱ類）

ジムグリ

アカネズミ
（トラップによる捕獲）

たまり

• 河川内の低地にできる「たまり」が渓流では
数少ない止水環境を形成している。

• タゴガエル等の両生類が繁殖期に集合し、
産卵場所として利用する。

たまりの保全配慮事項

たまり（6.5k付近）
タゴガエル

（静岡県RDB：部会注目種）

• 急流の渓谷状を呈し、河床には巨石が点在し、早瀬や淵が断続的に分布する。
• 淵はアマゴ等の生息場となっている。礫河床の瀬には、ルリヨシノボリ等の魚
類やカワゲラ等の水生昆虫が生息する。また、ミソサザイ等の渓流環境に生息
する鳥類が確認されている。

瀬・淵の保全、渓流環境の保全配慮事項

連続する瀬・淵 アマゴ（サツキマス） シロハラコカゲロウ

瀬・淵、渓流環境

• 河川内の低い箇所にで
きる「たまり」が渓流では
数少ない止水環境を形
成している。

• タゴガエル等の両生類
が繁殖期に集合し、産
卵場所として利用する。

たまりの保全配慮事項

たまり

たまり（0.5k付近）
タゴガエル

（静岡県RDB：部会注目種）

アズマヒキガエル
（静岡県RDB：部会注目種）

イノシシ
（無人撮影カメラ）

エビイロカメ
ムシ

水際から山付部斜面の植生の保全、山林の保全配慮事項

• 一部を除き両岸が自然河岸であり、両岸
の樹林が川を覆うように生育している。

• 流域の山林は、アオゲラ等の樹林性鳥類、
爬虫類・哺乳類、陸生昆虫等、多様な生
物の生育場となっている。

• 重要主としては、サンコウチョウ、オカダト
カゲ、ヒメジャノメ

自然河岸、河畔林、山林

河畔林（要害橋）

特定植物群落

シラヌタの池の植物群落
⇒池周辺の巨木が茂る暖温帯
夏緑広葉高木林の原生林
「シラヌタの池とその周辺の生
物相」として、県天然記念物に
指定

天城山のブナ原生林
冷温帯夏緑広葉高
木（ブナ）林の原生林
⇒白田川水源の保
全上も重要

万三郎岳の
シャクナゲ群落
乱獲その他人為要因
による減少の危険が
ある植物群落

出典：自然環境調査Web-GIS

渓畔林（5.5k付近）

ヒメジャノメ
（静岡県RDB：部会注目種N-Ⅲ）

出典：まもりたい静岡県の
野生生物

河川環境の特徴

色見本 基本分類 群落名

0513 一年生草本群落 コセンダングサ群落
0515 ヒメムカシヨモギ－オオアレチノギク群落
0525 カナムグラ群落
064 多年生広葉草本群落 ヨモギ－メドハギ群落
065 イタドリ群落
068 セイタカアワダチソウ群落
081 単子葉草本群落（ツルヨシ群落） ツルヨシ群集
1019 単子葉草本群落 ダンチク群落
1041 （その他の単子葉草本群落） ススキ群落
125 ヤナギ高木林 タチヤナギ群集
126 タチヤナギ群集（低木林）
1212 コゴメヤナギ群集（低木林）
1312 その他の低木林 アズマネザサ群落
1315 クズ群落
149 落葉広葉樹林 ケヤキ群落
1427 ヤシャブシ群落
1429 ヌルデ－アカメガシワ群落
1435 ムクノキ－エノキ群集
1436 ムクノキ－エノキ群集（低木林）
1445 クリ群落
1446 イヌシデ群落
166 常緑広葉樹林 スダジイ群落
1610 タブノキ群落
1613 ウラジロガシ群落
182 植林地（竹林） マダケ植林
191 植林地（スギ・ヒノキ） スギ・ヒノキ植林
2010 植林地（その他） 植栽樹林群
212 果樹園 果樹園
222 畑 畑地（畑地雑草群落）
24 人工草地 人工草地
251 グラウンドなど 公園・グラウンド
253 人工裸地
261 人工構造物 構造物
262 コンクリート構造物
263 道路
27 自然裸地 自然裸地

28 開放水面 開放水面

感潮区間

白田川・河口
部

セグメントM（山間地）の区間

白田川・下流部
セグメントM（山間地）の区間

白田川・上流部

白田川合流から起点まで

セグメントM（山間地）の区間

川久保川

白田川

※魚類、底生生物、両生類・爬虫類・ほ乳類、陸生昆虫、鳥類の調査時期（冬秋期H29.11～12、夏季R2.06～08）

アユ放流区（落合橋～白田橋） ニジマス放流区（白田橋～伊豆急橋梁）アマゴ放流点（落合橋） ウナギ放流点

漁業資源放流箇所（漁協）
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稲取大川河口部
 水深が浅く三面張コンクリート護岸が続く。河床には丸礫が堆積し、ミミズハゼやアゴハゼをはじめとするハゼ科魚類やニホンウナギ等の礫質河床を生育環境として好む魚種が生息する。
 河口から0.25kmの落差工までは感潮区間であり、アユ、クサフグ等の汽水・海水魚、回遊魚が生息する。
稲取大川下流部
 下流側落差工のため淡水域であり、全域でコンクリート護岸が続き、河床には玉石が見られる。約0.5kmより上流は連続的に床固工・落差工が設置されている。
 落差工を遡上する事が可能なボウズハゼ、ヨシノボリ類等が主な生息種である。浅瀬を採餌場所とするキセキレイ、サギ類等の鳥類や水域で産卵するトンボ類が生息する。

稲取大川 河口部

稲取大川 下流部

• 河口から0.25kまでは感潮区間で、アゴハゼ、ボラ等の汽水魚、クサフグ、ゴンズイ等の海
水魚、ニホンウナギ、アユ等の回遊魚が生息する。

• ニホンウナギ、ハゼ科魚類などの礫質河床を生息環境として好む魚種が多く確認される。
• 砂礫を生息場所とするケフサイソガニなどの甲殻類、マガキ、アサリ等の貝類が生息する。

感潮区間（0～0.4k）

礫質河床の保全、汽水環境の維持、縦断的な連続性の確保
配慮事項

河川環境の特徴

１．河川及び流域の概要（５）（河口部～下流部） 【静岡県】 二級河川 稲取大川

河口部（感潮帯）

感潮区間 河口部（干潮時）

クサフグアゴハゼ

• アユやクロヨシノボリなど礫床河川を好む生物が確認されている。
• 鳥類では、サギ類、キセキレイなどが河川周辺に生育し、浅瀬を餌場
としている。

浅瀬の保全、礫河床の保全、護岸・河床の多孔質化

礫河床、瀬

配慮事項

クロヨシノボリ ゴイサギ下流域の瀬・礫河床

ニホンウナギ
（環境省RL：絶滅危惧ⅠB類）

落差工が多数存在しており、海との連続性の確保が必要である。

河道

配慮事項

• 生息する魚類はアユ、クロヨシノボリなどの遡上能力の高い回遊魚が中心である。
• 回遊性の甲殻類であるヒラテテナガエビ、モクズガニ等が生息する。

護床工（鉄道橋梁付近） アユ モクズガニ落差工（済広寺付近）

海域から連続性が確保されており、感潮区間

稲取大川・河口部

勾配3.50～6.98％、市街地・常緑

果樹園を流下する区間

稲取大川・下流部

勾配4.84～11.56％、シイ・カシ二

次林、常緑果樹園を流下する区間

稲取大川・上流部

 潮汐の影響を受ける感潮区間である。
 コンクリート護岸で、河床は玉石が堆積し、一部に寄り洲がみられる。
 植生はほとんど見られない。

【主な確認種】
魚 種：ニホンウナギ(環境省:EN)、アユ、ウツボ、ゴンズイ、ボラ、

ボウズハゼ、ミミズハゼ、スミウキゴリ、マハゼ、クモハゼ、
シマヨシノボリ、クロヨシノボリ

底生動物：イシマキガイ、ヒメヌマエビ、モクズガニ、ケフサイソガニ
鳥 類：ゴイサギ、アオサギ、トビ
両爬哺類：確認なし
陸上昆虫：アオモンイトトンボ、シオカラトンボ、ウスバキトンボ
植 物：ススキ、ツルヨシ、ハマスゲ

 落差工(約80cm)が設置されており、潮汐の影響を受けない淡水域で
ある。
 コンクリート護岸で、河床は玉石がみられる。
 伊豆急行線橋梁上流部はツルヨシ等がみられる。

【主な確認種】
魚 種：タカハヤ、アユ、ボウズハゼ、クロヨシノボリ
底生動物：イシマキガイ、カワニナ、ヤマトヌマエビ、トゲナシヌマエビ、

ヌマエビ、ヒラテテナガエビ、モクズガニ、ヘビトンボ
鳥 類：トビ
両爬哺類：ニホンカナヘビ、アカネズミ、ハクビシン
陸上昆虫：アジアイトトンボ、カトリヤンマ、オニヤンマ、シオカラトンボ、

ウスバキトンボ
植 物：ススキ、ツルヨシ

アオサギ

赤字は重要種
青丸は外来種
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稲取大川上流部
 全域でコンクリート護岸が続いているが、護岸背後地より河岸に覆いかぶさるように植生がみられる。植生にはシジミチョウ類、タテハチョウ類などが生息する。隣接する山林には、オカダトカゲやアカネズミ等の

樹林性の生物が見られる。
 魚類は遡上能力の高いボウズハゼ、クロヨシノボリが見られる。河床の丸礫や護床ブロックの隙間をクロヨシノボリ、モクズガニ等が生息場所として利用している。
 底生動物では、渓流域に生息するヤマトヌマエビが見られる。

稲取大川 上流部

• コンクリート護岸であり落差工が連続するが、小規模な
がら淵も分布する。魚類は遡上能力の高い2種のみ確
認される。

• 礫や護床工の隙間は、ボウズハゼ、クロヨシノボリや甲
殻類、カワゲラ等の水生昆虫の生息場所となっている。

瀬・淵の保全、礫河床の保全、
河川の連続性の確保

河川環境の特徴

配慮事項

１．河川及び流域の概要（５）（上流部） 【静岡県】 二級河川 稲取大川

ボウズハゼ

ウルマーシマトビケラ

護床工（起点付近）

• 河床内に植生は少ないが、両岸の植生・樹林が川
を覆うように生育し、重要種であるキシタアツバや、
シジミチョウ類等の陸生昆虫が生息する。

• 流域の山林は、重要種のオカダトカゲや、アカネズ
ミ、ウグイス等の樹林性の動物、鳥類の生育場と
なっている。

水際～山付部斜面の植生の保全、
山林の保全

配慮事項

河畔林（1.0k付近）

河畔林、近隣山林

オカダトカゲ
（静岡県RDB：分布上注目種等）

キシタアツバ
（環境省RL：準絶滅危惧）

河道

海域から連続性が確保されており、

感潮区間

稲取大川・河口部

勾配3.50～6.98％、市街地・常緑果樹園を

流下する区間

稲取大川・下流部

勾配4.84～11.56％、シイ・カシ二次林、常

緑果樹園を流下する区間

稲取大川・上流部

 床固め、落差工が連続している。
 コンクリート護岸である。

【主な確認種】
魚 種：ボウズハゼ、クロヨシノボリ
底生動物：ヤマトヌマエビ
鳥 類：メジロ
両爬哺類：オカダトカゲ、クリハラリス、アカネズミ、イノシシ

陸上昆虫：オニヤンマ、シオカラトンボ、ウスバキトンボ、
キシタアツバ(環境省:NT)

植 物：ススキ、ツルヨシ
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